
成績評価に対する申立て制度の取扱いに関する申合せ 

 

 

１．学生からの申立てを受け付ける場合は，次のとおりとする。 

（１）シラバスに記載してある成績評価方法や授業中に指示のあった成績評価方法と，異なる成績評

価方法により評価されたことを，学生が具体的事実をもって示すことができる場合 

（２）明らかに誤記入（採点ミス，登録ミス）によるものと思われる場合（学生が判断する場合）

で，学生が具体的事実をもって示すことができる場合 

 

２．以下の場合は、学生が教員へ直接問い合わせることとする。 

（１）試験やレポートのポイント等について質問する場合 

（２）当該科目について学修指導を仰ぐ場合 

（３）「１．学生からの申立てを受け付ける場合」に相当する事例のうち，学生が授業担当教員に直

接連絡をすることで，容易に問題が解決できると思われる場合 

 

附 則 

この申合せは、平成３０年４月１日から実施し、平成 24年度入学者（学部）から適用する。 

 

  



令和  年度  前期 ・ 後期   ※該当する学期に○をつけてください。 

 

成績評価に関する質問票 

所属名  

学籍番号  学年       年 

氏  名  

連絡先（電話番号）  

E-mailアドレス  

授業科目名  

担当教員氏名  

担当教員への問合せ 

有無・年月日 

有（令和  年  月  日） ・  無 

※「無」と回答した場合は理由を記載願います。 

（                          ） 

（質問内容）※担当教員から説明を受けている場合は、その内容についても記載すること。 

※事務担当者確認欄 受領年月日（令和  年  月  日） 

 

  



 

学生からの成績評価に対する申立て制度の流れ 

 

 

 

 学生が成績評価に異議がある場合 

学生は、窓口（教務課）を経由し、教育支援室長

に成績評価の異議申立てを行う。 

 

教育支援室長は、「成績評価審査専門部会」を

設置する。 

成績評価専門部会構成員が、学生、授業担当教

員又は授業担当代表教員から事情聴取を行い、

その結果をまとめ、教育支援室に報告する。 

教育支援室長は、異議申立てに関する回答を作

成し、学生に伝える。 

申立て制度を利用しない場合

（申立て制度の申請要件に該

当しない事例や，学生と授業

担当教員間で容易に問題が解

決されると判断される場合

等）は、担当教員へ直接問い

合わせる。 


